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平成 27年 7 月〜平成 28年 3月
(3) データの収集方法・手順
インタビューガイドに基づきポートフォリオを作成した体験，ポートフォリオ作成上の困
難・課題 等について，講習会修了後 10 日以内に，インタビューガイドを元に 20〜30 分程


























Ⅲ 調 査 の 結 果
Ⅲ- 1 調査対象者の属性
調査対象者の属性は表 2 のとおりである。
性別は男性 2 名 (16.7%)，女性 10 名
(83.3%) であった。
平均年齢は 34.3 歳で，最高年齢 41 歳，
最低年齢 27歳，平均臨床経験は 10 年 9ヵ















年齢 性別 勤務先 臨床経験年数
A 41 女 厚生連 16 年 10ヶ月
B 38 女 医療法人 13 年 1ヶ月
C 34 女 独立行政法人 12 年 7ヶ月
D 35 女 医療法人 5 年 10ヶ月
E 41 女 市 19年 1ヶ月
F 28 女 医療法人 7年 1ヶ月
G 32 男 独立行政法人 11 年 1ヶ月
H 30 女 県 7年 1ヶ月
I 40 女 医療法人 15 年 9ヶ月
J 27 女 医療法人 5 年 3ヶ月
K 35 男 独立行政法人 12 年 1ヶ月
L 27 女 医療法人 6 年 1ヶ月
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